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研究報告書 

 

造血器腫瘍における遺伝子異常を同定し、その発症機序の解明を行っている。本年度は、

かねてより検討していたRUNX1変異とBMI1過剰発現との協調作用による骨髄異形成症候群

（MDS）発症機序を解明し、成果を発表した。さらに、先天的にGATA2変異を有する  

 Emberger症候群から発症したMDS症例から、MDS移行の責任遺伝子として３種類の遺伝

子変異を同定した。そこで、GATA2変異とこれらの遺伝子変異によるMDS発症機序を明ら

かにするため、マウス造血幹細胞にGATA2変異と協調する変異を共に導入し、モデルマウス

の作製に着手した。 


